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光学， 蛍光並 び に 偏光顕微鏡 に よる 医薬品の 同定

調 剤室 に お ける落下及 び 浮遊粉 じん 中の 薬物

市場み すず ，　 金 沢　
一

　，　 清水　昶幸 ，

幸保美枝子 ， 千賀慶太郎  
，　 田村　善藏

＊

（1985 年 9 月 30 日 受 理 ）

　調 剤 室 に お け る 落下及 び 浮遊粉 じ ん 中 の 薬物を光学 ， 蛍光及 び 偏光顕微鏡 を用 い て 非破壊的 に 同定 す

る こ とを 試 み た ．粉 じ ん 捕集 は 1985 年 2 月 5 日 （火曜 日）午前 9 時 か ら午後 5 時 ま で 行 っ た．落下
．
粉

じ ん は ， 床上 120cm に 設置 し た メ ン ブ ラ ソ フ ィ ル ター上 に捕 集し ， 浮 遊粉 じ ん は ， 床上 150cm に メ

ソ ブ ラ ン フ ィ ル タ ーを 装 着 し た ホ ル ダ ーを 設 置 し て ・
550mmHg

で吸 引 捕 集 し た ・捕集 し た 粉 じ ん （落

下 粉 じ ん ：0 ・36mg ，浮遊粉 じ ん ： 1・34　m9 ） は ， そ れ ぞ れ 光 学， 蛍光及 び 偏光 顕 微鏡 の 順 に観察し ，

粒子 の 形状や色調な ど を 別途 に 作成 した 標準標本 と 比較対照 した ・そ の 結果粉 じ ん か ら，中枢神経 系 用

薬 3 種 （ア レ ピ ア チ ン ， ネ オ フ ィ リ ン ，
フ ェ ノ バ ール ）， 消化 器官用 薬 3 種 （M ．M ．，　 S ・M 散 ，

ペ ク

シ → e ビ タ ミ ン 剤 2 種 （ハ イ ボ．
ン ， メ チ コ バ ール ）及 び 賦形剤 3 種 （CMC ， トゥ モ 巨 コ シ デ ン ブ ン ，

パ レ イ シ ョ デ ン プ ン ） の 計 11 種 の 薬 物 を 同 定 す る こ とが で き た ・賦 形 剤 を 除 く す べ て の 薬物 は ， 化 学

イ オ ン 化質量 分 析 に お い て ， 標準標本 に 合致 す る 分子 イ オ ン 又 は フ ラ グ メ ン ト ピ
ー

ク が 観 測 さ れ た．

1 緒 言

　調剤室 に お け る粉 じ ん は ，環境衛生並び に 薬物交差汚

染 の 面 か ら重要な問題 で ある．しか し ， 粉 じ ん 中 の 薬物

の 同定 に 関す る 研究 は少な い
1）． こ れ らの 観点か ら，薯

者らは 先 に 慶感義塾大学病院薬局調剤室に お け る落下粉

じん を捕集 し て ，薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー
及 び 化学 イ オ

ソ 化質量分析 を 行 い
， 粉 じん か ら 8 種 の 薬物 を 同定 し

た 2）． 本研究で は，落下 とともに 浮遊粉じん を も捕集 し

て
， 粉 じん 粒子 の 形状並 び に 光学的諸性質を 光学 ， 蛍光

及 び偏光顕微鏡 に よ り観察 し，前 回 よ り も更に 微量 な粉

じ ん か ら薬物を 非破壊的 に 同定 で きる か どうか を 検討 し

た．すな わ ち，近年分析機器 の 進歩に よ り，医薬品の 同

定 に は 様 々 な 分 析法 が利用 され て い る が ， 多 くの 場合

種 々 の 前処理 を 必要 と し，しか も分析法 に よ っ て は 試料

の 回収が不可能など不都合な点が多 く，従 っ て 非破壊的

な分析法 の 開拓 が 必要 と考えた か らで ある ．

＊
慶應 義 塾 大 学 病 院 薬 局 ： 160 　東 京 都 新 宿 区 信 濃 町

　 35

2　実 験

　2 ・1 粉じん の 捕集

　落下及 び浮遊粉 じ ん の 捕集は 測定点 1 （散剤ひ ょ う量・

分包場所付近）
：）

に お い て， 1985 年 2 月 5 日 （火 曜 日）

午前 9 時 よ り午後 5 時 まで 行 っ た ．落下粉 じん は ， 床上

120c 皿 に 設置 した ガ ラ ス 板上 に デ ＝ ラ ポ ア GVHP フ

ィ ル タ
ー （孔径 0 ．22岬 ，

47　mm φ， 日本 ミ リポ ア 〉 を

静置 して 捕集 した ，一
方浮遊粉 じん は，床上 150・cm に

同種の フ ィ ル タ
ー

を固定 した ホ ル ダ ーを 設置 し，こ れ に

気体流量調整 オ リ フ ィ ス （日本 ミ リ ポ ア ） を装着 して，
550　mmHg （14．0　1／min ） で 吸引捕集 した ．捕集 した粉

じん は，それぞれ シ リカ ゲ ル デ シ ケ
ー

タ
ー

で 室 温 ，
30

分間乾燥後，直示分 析天 び ん （H54AR ，
　 Mettler）を 用

い て ひ ょ う量 した ．

2・2　顕黴鏡鷁察

顕微鏡観察 は ， 光学 （ニ コ ン XF −21），落射蛍光 （ニ

コ ン XF −EFD ）及 び 偏光顕微鏡 （ニ コ ソ XTP −11） （各

日本光学製）を用 い て それぞれ 倍率 50 又 は 100 倍 で
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行 い ，写 真撮 影 に は エ ク タ ク ロ ム フ a ル ム （カ ラ
ー

ス ラ イ ド 用， 35mm ，　 ASA 　400，　 Kodak ）を 使 用 し

た ．

　フ ィ ル タ ー上 に 捕集 し た 粉 じ ん は ，そ の ま ま ス ラ イ ド

ガ ラ ス （50× 50mm ） 上 に 移 し，光学，蛍光顕微鏡の 順

に 観察 した ．偏光顕微鏡に よ る観察は ， 蛍光顕微鏡観察

後，フ ィ ル タ
ーを 別 の ス ラ イ ドガ ラ ス に 圧着 し，付着 し

た 粉じん に つ い て 行 っ た ．

　2・3　標準標本の 作成

　薬物 の 同定 に 当た っ て は，顕微鏡下 で 比較対照 を 行 う

た め に ，当薬局 で 散剤 と して 調剤され て い る約 250種類

の 薬物の 標準標本 を 作成 した ．すなわち ， 調剤時 の 粒子

径 に な る よ うに 必 要 に 応 じて 薬物を微粉化 し，ス ラ イ ド

ガ ラ ス （20x70   ）曙 い た デ。ラ ポ ァ GVHP フ ィ

ル タ ー （13mm φ〉 上 に 振動，落下させ ，
カ バ ー

ガ ラ ス

を付 して 標本 と した ．な お偏光顕微鏡用標本 に は デ ュ ラ

ポ ァ GVHP フ ィ ル タ
ー

は 使用 し なか っ た ．

　2・4 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （皿 ・G）

　落下及 び 浮遊粉じん は 顕微鏡観察後 ，
そ れ ぞれ フ ィ ル

タ
ーご と，又 ス ラ イ ドガ ラ ス か ら エ タ ノ

ー
ル （試薬特

級， 和光純薬 工 業） で熱抽出 （5mlx2 ，
90°C ，5 分間）

し，炉過後可溶部を減圧濃縮 して 試料 1及 び 2 と した ．

各試料に つ き， 混合蛍光剤含有 シ リ カ ゲ ル 70FM プ レ

ー
ト ワ コ

ー （20 × 20　cm
， 和光純薬工業） を 用 い て ， 1一

ブ タ ノ
ー

ル
ー
酢酸一水 （4 ： 1 ： 1）で 展開後 ，

PAN 　UV ラ

ソ プ （PUV −1　A
， 東京光学）を照射 して ス ポ

ッ
トの 色

調 を 観察 し ，
Rf 値を算出 し た ・

　2・5　質量 ス ペ ク トル （MS ） の 測定

　質量ス ペ ク トル の 測定 は ，2・4 の 試料 1 及 び 2 に つ ぎ

質量分析計 （JMS　D −300
， 日本電子） を用 い て ， 反応

ガ ス を イ ソ ブ タ ン とす る 化学 イ オ ン 化 法 （CIMS ） に ょ

り，イ オ ン 化電圧 70eV で ，直接導入法 に よ り行 っ た ・

3 結果及 び考察

　3 ・ 1 粉 じん の 捕集

　本研 究で は ， 落下及 び 浮遊粉 じん に つ い て 分析 す る

た め に ，粉 じ ん は フ ィ ル タ
ー
上 に 捕集 し た ．　 フ ィ ル タ

ーは ， 顕微鏡観察， TLC 及 び CIMS の 測定 を 考慮

し て ，光線 の 透過性並 び に 耐薬品性に 優れ た デ ュ ラ ポ ア

GVHP フ ィ ル タ
ーを採用 した ． なお フ ィ ル タ

ーの 設 置

場 所 は，散剤 ひ ょ う量 ・分包場所 付近 （測 定点 1　2）） と

し
， 高さ は 落下粉 じん に つ い て は 既報

1｝ と同様 に 120

cm に ，又浮遊粉 じ ん に つ い て は ，粉 じん の 吸入を考慮

し て 150cm に 設定 した ．

　1985 年 2 月 5 日に 捕集 した 落下及 び 浮遊粉 じ ん は ，

そ れ ぞれ O・36mg 及 び 1・3tl皿 g で あ り， 浮 遊粉 じ ん は

落下粉じ ん の 約 4 倍量 で あ っ た．なお ， 当日 の 処方 せ ん

枚数は 1624 枚 で あ り，総散剤 量 は 約 27000g で あっ

た ．

　3・2　光学顧黴鏡観察

　捕集 した 粉 じ ん は まず，光学顕 微鏡 （50 倍） で 観察

し ， 粒于 の 分布や 形状及び 色調な ど を 比較 した ．そ の 結

果，落下粉 じん に は 20〜30
ド
m の粒子が多 く， 浮遊粉

じん に は 20〜30Fm の 粒子 に 加 え て
，

51tm 以下 の 粒子

が 多 く含有され て い る こ とが明 らか とな っ た ．又形状 に

つ い て は，両粉 じん とも無晶形 が 多 い が，針状晶 ， 板状

晶，柱状晶，球状 晶な ども観察され た．更 に 色調 に つ い

て は ，両粉 じ ん と も灰 白 色 の 粒子が多 い が，茶褐 色 や 赤

色粒子も若干認め られ ， 特 に 浮遊粉 じん に は 濃緑色 の 無

晶形粒子 が多数観察 され た ．

　次 に ，粉 じん 中の 個 a の 粒子を同定す る た め に 100倍

で 観察 し ， 標準標本 と比較 した ．そ の 結 果 ，
ト ウモ ロ コ

シ デ ン プ ン 及 び バ レ イ シ ョ デ ソ プ ン は そ れ ぞ れ 灰 白色卵

形及び灰 白色球形粒子 と し て，更に メ コ バ ラ ミ ン を主成

分 とす る メ チ コ パ ール （エ ーザ イ ）は 赤褐色粒子 と し て

そ れ ぞれ両粉じん に 観察され，い ずれ も標準標本 と良く

一
致 した． 又両粉 じん に 認め られ た 濃緑色無晶形粒子

は ，銅 ク ロ 卩 フ ィ リ ソ ナ ト リウ ム を含有す る ペ ク シ ー
（杏

林製薬）あ る い は メ サ フ ィ リ ン （エ ーザ イ ）の い ずれか

が考 え られ た が ，
CIMS の 結果 か らペ ク シ ーで あ る こ と

が 支持 され た ．こ の ほ か ，フ ェ
ニ ト イ γ を主成分 と す る

ア レ ビ ア チ ソ 〈大 日本製薬）が両粉 じん に 茶色柱状晶と

し て ，又 CMC が落下粉じ ん に 無色糸状物質 として 観

察され た が ，こ れ らの 薬物 の 同定 に は偏光顕微鏡 が 適 し

て い た ．

　通常光学顕微鏡で は，色調に関する情報 は少な い が，

本研究で は フ ィ ル タ
ーを使用 した た め に，光 は フ ィ ル タ

ー
に よ っ て 適度に 回 折 ， 散乱 し て 減弱され る結果，若干

な が ら 色調 を とらえ る こ と が で きた 。又 倍率 に つ い て

は，特に 浮遊粉 じん の 場合に は 粒子 の 密度が 高い た め

に ，落下粉じ ん に 比ぺ て 高倍率に す る ほ ど 暗視野 と な

り， 写真撮影 に は い ずれ の 顕微鏡 に お い て も 100倍 が 適

当で あっ た ．

3・3　蛍光頤微鏡観察

蛍光顕微鏡観察は ， 主 波長 365nm の 紫外線を照射 し
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て 行 っ た ．そ れ よ り 長波長 の 励起光 （405 ，
436，495，

546・nm ）で は 判定 が 困難 で あ っ た ．蛍光顕微鏡で は ，青

色及 び 黄色系粒子が両粉 じん に 多数認め られ た 、青色系

粒子 は 多岐 に わ た り， 同定 は 困難 で あ っ た が ，黄色系粒

子 と し て は，タ カジ ア ス タ
ーゼ

， 無機塩類及 び 生薬類 か

ら成 る S ・M 散 （三 共） と，重曹， ゲ ン チ ア ナ 及 び 重

質酸化 マ グネ シ ウ ム か ら成 る M ．M ．（慶應義塾大学病院

薬局製剤）が 両 粉 じん に ，又 リ ボ フ ラ ピ ン 酪酸 エ ス テ ル

を 主成分 とす るハイ ボ ン （東京田 辺製薬）が落下粉 じん

に 認 め られ，こ れ らの 薬物 は ，色調，輝度並び に 形状 か

ら区別す る こ とが で きた ．と りわ け ハイ ボ ン は ， 強 く輝

く黄色の 蛍光を発し，容易に 判定す る こ とが で きた ．こ

の ほ か パ レ イ シ ョ デ ン プ ン ， CMG 及 び ペ ク シ ーと考え

られ る粒子も観察された が，こ れ らの 薬物 の 同定 セこ は ，

光学 な い し 偏光顕微鏡が適 して い た ．

　な お，標準標本 の 蛍光顕微鏡観察で は ， 長時間紫外線

を 照射 す る と 退色や変色を うけ る薬物が若干認 め られ た

の で ，粉 じん の観察は 短 時間 で 行 っ た ．

　3・4　偏光 口 徽鏡観察

　偏光顕微鏡 を 用 い て粒子 の 干渉色 ， 複屈折 の 有無並 び

に 形状な どを観察 した ．そ の 結果 ，
トウ モ ロ コ シ デ ソ プ

ン ， パ レ イ シ ョ デ ン プ ソ 及 び GMC が 両粉 じん に 観察

され，こ れ らは そ の 特異 な 形状 に 加 え て
， 複屈折に よ り

固有 の 干渉色 を 示す こ とか ら， 光学顕微鏡 よ りも容易 に

判定す る こ と が で きた ．更 に ，ア ミ ノ フ ィ リ ン を 主成分

とす る ネ オ フ ィ リ ン （エ ーザ イ）が両粉じ ん に
， 又光学

顕微鏡に お い て 示唆 され た ア レ ビ ア チ ン が落下粉じ ん に

それ ぞれ柱状晶 として 観察され，こ れ らは い ずれ も黄色

か ら青色 に 変化する が，結 晶の 微細構造 が 異な る こ とか

ら区別す る こ とが で きた ．又，フ ェ ノ パ ル ビ タ ール 製剤

で あ る フ ェ ノ パ ール （三 共）は ， 微小針状晶 と して 落下

粉 じん に 認め られ ，
こ れ は ，黄 色 か ら青色 を 経 て 無色 に

変化 した，以 上 の薬物は ， い ずれ も標準標本 の 形状 と色

調 の 変化 と も良 く
一致す る こ と か ら容易 に 同定す る こ と

が で きた．

　 こ の よ うに ，偏光顕微鏡 の 特徴は ，結晶 の 光学的性質

に よ り色調 の 変化を観察で き る こ とで あ り，結晶性薬物

の 同定 に 威力を 発揮する．ち な み に ア ミ ノ フ ィ リ ン とフ

ェ ノ バ ール に つ い て は ，
こ れ らの 粒子 を 光学及 び 蛍光 顕

微鏡で 特定す る こ とは で きな か っ た ．な お ，偏光顕微鏡

の 有用性と，前述 の 蛍光顕微鏡 に よ る 変化を 勘案すれ

ば ， 蛍光顕微鏡 は 最後 に 使 うこ とが 望 ましい と考え て い

る．

　3・5 皿 C 及び （IMS

　顕微鏡観察 に よ り存在が示唆された薬物を 確認する た

め に，エ タ ノ
ール 抽出物 に つ い て TLC 並び に CIMS

を行 っ た．混合蛍光剤含有薄層 プ レ ー F を用 い る TLC

で は，試料が 微量 な た め か ， 明確な ス ポ ッ
F を検 出す

る こ とは で きなか っ た， しか し，CIMS で は ， ア ミ ノ

フ ィ リ ソ， フ ェ
ニ トイ ソ 及 び フ ェ ノバ ル ビ タ ール の 分

子量 に 相当す る分子 イ オ ン ピ ーク が そ れ ぞれ m ／Z181

（M ＋ H ）
・

（テ オ フ ィ リ ン と し て ）， mfz 　 253 （M ＋ H ）
＋

及び m ／z233 （M ＋ H ）
・

に 観 察 さ れ ，更 に
，　

s ・M 散

｛m ／z534 ，541 （M 十 H ）
＋

｝，

・・イ ボ ン ｛m ／z　282．310

（M 十 H ）
＋

｝，
ペ ク シ ー ｛m ／z257 ，283，369（M 十 H ）

＋

｝

及 び メ チ コ バ ール ｛m ／z　163 （M ÷ H ）
＋

｝ の フ ラ グ メ ソ

ト ピー
ク も標準標本 の ピー

ク と
一

致 し，賦形剤を 除 い て

す べ て確認す る こ とが で きた ．又 カ フ ェイ ン 及 び カ ル パ

マ ゼ ピ ン の 分子量 に
一

致す る分子 イ オ ン ピ ー
クが観測さ

れ た が，こ れ らは い ずれ の 顕微鏡 に お い て もそ の 粒子 を

特定するに は 至 らな か っ た ．

4　結 語

　本研究 で は以上 の よ うに ，微量な粉 じ ん か ら 3 種 の 顕

微鏡を 用 い る こ とに よ り，
11 種の 薬物 （中枢神経系用

薬 ； ア レ ビ ア チ ン ，ネ オ フ ィ リ ン
，

フ ェノ パ ール ；消化

器官用薬 ： M ．M ．，　 S ・M 散，ペ ク シ ー
；ビ タ ミ ン 剤 ：

ハイ ボ ソ
，

メ チ コ バ ール ；賦形剤 二 CMC
， ト ウ モ ロ コ シ

デ ン プ ン
，

バ レ イ シ
ョ デ ン プ ン ） を 同定す る こ と が で き

た （Table 五）．

　落下及 び浮遊粉 じ ん は ， 粒子 の 分布状態 に 顕著 な差が

認 め られ た が
，

フ ェ ノ バ ール と ハ イ ボ ン が落下粉 じ ん に

の み 見 い だ され た 点 を除 い て は，い ずれ の 薬物 も 両粉 じ

ん に 認 め られた ．

　薬物の 同定 に 際 し て は ，各顕微鏡 か ら の 情報 を 相補的

に 利用 した が ， ネ オ フ ィ リ ン ，フ ェ ノ ー：一一ル ，M 。M ．，

ハイ ボ ン 及 び メ チ コ バ ー
ル で は 1 種 の 顕微鏡 に よ っ て 同

定 した．特に 偏光顕微鏡 は ， 粒子 の 色調 の 変化 を明確に

観察で きる 点 で 最も有効で ある と考え られ ， 結 晶光学的

特性を有す る粒子 で あれ ば ， 確度の 高い 同定 が 可能 で あ

る．事実 A ．0 ・A ・C ・3｝ で は ，240 種に 及 ぶ 結 晶性医薬

品の 光学的諸性質が収載され て い る．ち な み に 渡辺 らO

は ，薬物の 識別 ・同定を 目的 に ，偏光顕微鏡に よ り 日本

薬局方収載 医 薬 品 に つ い て キ ー屈折率 な どを 浸液法 で 測

定 して い るが，本研究で は ， 微量な薬物を非破壊的に 同

定す る こ と を 主 眼 と した の で
， 試料 に 何 らの 処理 を加え

る こ とな く， 直接顕 微鏡観察を行 っ た．

　なお 今後 は ，薬剤 の 構成成分個 々 に つ い て の 標準標本
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Table　l　Identified　drugs　in　fa】len　and 　floating　dust

Drug

PhotOmicrograph

　　 Optica1
　

Fallen　 Floating
dust　　　 dust

　 　 　 Polarizing
　

Fa11en　　　　　Floating
dust　 　 　 　 　 dust

　

　 　 　 Fluorescence
　

　　 Fa11en　 Floating
　 　 dust　 　　 dust

　 　 CIMS
m ／z （M 十H ）

＋

Aleviatin

N θophylline

Phenobal
M ．M ．
PecsieS
・MHibonMethycobal

CMCCom
　starch

Potato　starch

br

9

rCCC

br

9

r

C

b，→ yb
《→ y ← うc

9

CPPH

，
，

yyy斡

，
，

bhb

b← レyb
戞→ y

9y

CPP⇔

，
，

yyy⇔

’
，

bbb

yb

　

yyb

C

c

蜘

gy

　 　 253E〕

　 　 195b）

　 　 233c）

　 　 355257

，　283，　369

　 534， 541

　 282，310

　 　 163

b ：blue，　br ：brown，　 by ：bri11iant−
yellow ，　 c ； colorless ，　 g ： green ，　 p ：pink ，　 r ： raddish −pink ，　 y ：ye 置low，　 yb ：

yellowish
−b夏ue ；　 a ）phenytoin ，　 b）dleophyHine，　 c）phenobarbita1 ．

の 作成に 加え て，粒子 の ヨ ウ 素 に 対す る 親和性や融点を

直接顕微鏡下観察す る な ど，他 の 方法を併用する こ とに

よ り，更に 多数 の 薬物 の 同定が 可 能とな る もの と考えて

い る．

　 本 研 究 に 当 た り ，
．顕 微鏡観察 に ご便宜 を 図 っ て 下 さ い

ま し た 本学医学 部解剖 学 教 室 安 田 健 二 郎 教 授 並 び に 三 啓

株 式 会 社島野 好央 ， 佐 々 本芳彦 両 氏 に 深謝 い た し ま す．

又 薬 じ ん の 捕 集 に 際 して ご協力 い た だ い た 日 本 ミ リ ポ

ア ・
リ ミ テ ッ ド 山 本 博誠 ， 岩淵義信両 氏 と ， 質量 ス ペ

ク トル を 測定 し て 下 さ っ た 本 学 薬 理 学 教 室 斉 藤 和 季 博 士

並 び に 山 中　肇 氏 に 感 謝致 し ま す．

）1

）2

）3

）4
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　　　　　　　　　 ☆

　Identi五 catio ロ 　of 　drngS 　with 　optica1 ，　 fluore尹
一

c サnce 　and 　pohr 勉 hlg　microsoopes ； Drugs 　i丑 齟 一

  and 　 fioating　 dust 洫 adispensary ．　 MiSuzu
IGHIBA

，　Hashimc 　KANAzAwA ，　Nobuyruki　SHTMIzu ，
　Mieko

KoBo
，　Keitaro　SENGA　and 　Zenzo 　TAMuRA 　（Keio 　Uni−

vcrsity 　HGspital　Phamacy
，
35

，
　Shinanomachi，　Shiゆ ku．

ku
，
　Tokyo　l60）
The　fallen　dust　was 　collected 　on 　a 　mernbrane 丘1tcr

at 　the 　height　of 　120　cm 　from 　the 　Hoo ろ while 　the 　Hoat −
ing　dust　 was 　 sucked 　 on 　 a　 membrane 　 filter　 under 　 550
mmHg 　at 　the 　 l　50　cm 　height．　 Collcction　 of 　tllese　dust
was 　conducted 　at 　Qne 　place　near 　the 　dispensing　comer
of 　powders 　du血 g　the　pcriod　of 　9 ：00　am 　to　5300 　pm
on 　Feb ．5

，
1985．　The 　respective 　rcsulting 　dust （fallen

dust　O・36 皿 9，　fioatirig　dust　 1・34　mg ） was 　 successively

examined 　 with 　optica1
，　 fluorescence

，　 and
．
polarizing

microscopes ．　 By　micr （rscopic 　comparison 　of　dust　with

standard 　drugs，　cleven 　kinds　of 　 drugs　（three　agents

affeCting 　Central 　nerVOUS 　SyStem ，　three　agentS 　affeCting

digestivc　 organs
，　 two 　 vita 皿 盛ns ，　 and 　 three　 excipients ）

were 　identifieCl　 from 　 the　 dust．　 Thc　 exLt   ce 　 of 　all

drugs　 except 　 excip 三entS 　 was 　 alSo 　 confimled 　 by　 the

chemical 　ion三zation 　 mass 　 spectrometry 。

　　　　　　　　　　（Received 　September　30
，
1985）
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